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２０２３年最初の３連休　七戸町営スキー場にぎわう  
　３連休初日の１月７日、七戸町営スキー場はスキーやスノーボードを楽しむ人たちでにぎわいました。 
　ゲレンデの脇にはそり遊びができるエリアもあり、多くの家族連れなどが訪れ、子どもたちが歓声を
あげていました。今シーズンは年末の季節外れの強い雨に見舞われ、当初予定していたオープン日には、
安全に滑走できる積雪の確保が困難であるとの判断によりオープン日を延期。１月６日から今季の営業
を行っています。 
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月
定
例
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令和５年２月１日 　第�71�号　⑵議 会 だ よ り  

主
な
審
議
内
容 

主
な
審
議
内
容 

 

○
七
戸
町
職
員
の
定
年
等
に

　
関
す
る
条
例
の
改
正 

　
　
国
家
公
務
員
法
等
の
改

　
正
に
準
じ
職
員
の
定
年
を

　
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
、

　
ま
た
地
方
公
務
員
法
の
改

　
正
に
伴
い
管
理
監
督
職
勤

　
務
上
限
年
齢
制
及
び
定
年

　
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

　
員
の
任
用
に
関
し
必
要
な

　
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条

　
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
七
戸
町
定
年
延
長
に
伴
う

　
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

　
る
条
例
の
改
正 

　
　
国
家
公
務
員
法
等
の
改

　
正
に
準
じ
職
員
の
定
年
を

　
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
、

　
ま
た
60
歳
に
達
し
た
職
員

　
の
給
料
月
額
の
特
例
を
定

　
め
、
地
方
公
務
員
法
の
改

　
正
に
伴
い
管
理
監
督
職
勤

　
務
上
限
年
齢
制
及
び
定
年

　
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

　
員
の
任
用
に
関
し
必
要
な

　
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条

　
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
水
道
事
業
給
水
条
例
の
改

　
正

　
　
民
法
等
の
一
部
を
改
正

　
す
る
法
律
の
公
布
及
び
施

　
行
に
伴
い
、
同
法
等
の
改

　
正
に
準
じ
て
、
条
例
を
改

　
正
す
る
も
の
で
す
。

　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

　
結 

（
七
戸
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
改
修
工
事
） 

　
　
工
事
内
容
に
変
更
が
生

　
じ
た
の
で
、
契
約
金
額
の

　
変
更
に
つ
い
て
、
地
方
自

　
治
法
及
び
町
条
例
の
規
定

　
に
よ
り
締
結
す
る
も
の
で

　
す
。

　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決 

 

○
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関

　
す
る
協
定
の
変
更 

　
　
十
和
田
市
及
び
三
沢
市

　
と
の
間
に
お
い
て
、
平
成

　
24
年
10
月
４
日
に
締
結
し

　
た
協
定
に
つ
い
て
、
男
女

　
共
同
参
画
及
び
デ
ジ
タ
ル

　
化
に
関
す
る
取
組
み
を
追

　
加
す
る
た
め
、
協
定
を
変

　
更
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定

　
の
変
更
締
結

（
公
共
下
水
道
七
戸
浄
化
セ

　
ン
タ
ー
の
改
築
工
事
委
託

　
に
関
す
る
協
定
） 

　
　
協
定
内
容
に
変
更
が
生

　
じ
た
の
で
、
完
成
期
限
及

　
び
事
業
費
の
変
更
に
つ
い

　
て
、
地
方
自
治
法
及
び
町

　
条
例
の
規
定
に
よ
り
締
結

　
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定

　
の
変
更
締
結 

（
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

　
道
天
間
林
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
の
改
築
工
事
委
託
に
関
す

　
る
協
定
） 

　
　
協
定
内
容
に
変
更
が
生

　
じ
た
の
で
、
完
成
期
限
及

　
び
事
業
費
の
変
更
に
つ
い

　
て
、
地
方
自
治
法
及
び
町

　
条
例
の
規
定
に
よ
り
締
結

　
す
る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
土
地
改
良
事
業
（
災
害
復

　
旧
事
業
）
の
施
行

　
　
﹁
令
和
４
年
８
月
３
日

　
発
生
　
豪
雨
災
害
﹂
に
よ

　
り
被
災
し
た
農
地
及
び
農

　
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
工

　
事
を
施
行
す
る
も
の
で
す
。

　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定

　
管
理
者
の
指
定

　
　
天
間
林
児
童
セ
ン
タ
ー

　
の
管
理
を
社
会
福
祉
法
人

　
天
寿
園
会
に
行
わ
せ
る
も

　
の
で
す
。

　
︵
令
和
５
年
４
月
１
日
か

　
ら
令
和
10
年
３
月
31
日
ま

　
で
︶　

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定

　
管
理
者
の
指
定

　
　
城
北
児
童
セ
ン
タ
ー
の

　
管
理
を
社
会
福
祉
法
人
七

　
戸
美
光
園
に
行
わ
せ
る
も

　
の
で
す
。

　
︵
令
和
５
年
４
月
１
日
か

　
ら
令
和
10
年
３
月
31
日
ま

　
で
︶　

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定

　
管
理
者
の
指
定

　
　
城
南
児
童
セ
ン
タ
ー
の

　
管
理
を
シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新

　
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
株
式
会
社
に
行
わ
せ
る
も

　
の
で
す
。

　
︵
令
和
５
年
４
月
１
日
か

　
ら
令
和
10
年
３
月
31
日
ま

　
で
︶　

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
令
和
４
年
度
補
正
予
算 

☆
全
会
一
致
で
可
決

　
令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
１
日
に
開
会
し
、
白
石
洋
議
会
運
営
委
員
長
の

報
告
の
と
お
り
、
会
期
を
６
日
ま
で
の
６
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。 

　
１
日
は
、
町
長
の
提
案
理
由
説
明
、
２
日
・
５
日
は
一
般
質
問
（
７
人
）、
最
終
日

の
６
日
は
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
議
案
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。 

12
月
　 

定
例
会 

12
月
　
月
　 

定
例
会

定
例
会 

12
月
　 

定
例
会 

議

案

 

議

案

議

案

 

議

案

 

 

令和４年12月補正 予 算 総 額  補　正　額 追加補正額 

特

別

会

計

水道事業会計

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

収益的収入

収益的支出

1億4,485万4千円

2万6千円

1,450万9千円

101万6千円

5万6千円

315万7千円

34万7千円

▲�32万5千円

72万6千円

881万5千円

27万8千円

11万9千円

12万2千円

0千円

13万8千円

8万1千円

8千円

28万9千円

��127億4,761万9千円

　����17億7,223万5千円

����4億5,330万8千円

����27億7,973万9千円

����515万4千円

����5億1,679万6千円

����8,077万9千円

�3億6,198万1千円

�3億1,459万7千円



⑶　第�71号 令和５年２月１日 議 会 だ よ り  

 　 
 
 
 
 
 
 
学生：ところで、地方自治法第115
　　条に「議事の公開の原則及び秘
　　密会」とありますが、秘密会っ
　　てなんですか。
先生：秘密会の前に、町議会の会議���������
　　等の公開状況を説明しよう。町
　　議会の会議等は、原則公開され
　　ています。傍聴を希望する人は、
　　本会議の場合、開催日当日、議
　　場入口で「傍聴人受付票」に記
　　入し、注意事項をよく読み、事
　　務局員の指示に従わなければな
　　りません。
　　　もちろん、本会議だけではなく、
　　常任委員会、議会運営委員会、
　　特別委員会、決算や予算を審査
　　する特別委員会も傍聴できま　
　　す⋯
学生：ちょっと待ってください。全
　　部の会議等が傍聴できるのであ
　　れば、秘密会って何なんですか？
先生：アハハハ⋯、ほんとうですね。
　　秘密会とは、非公開で行う会議
　　です。ルールとしては、①その
　　議事の記録を公表しない、②傍
　　聴人や議長の指定する者以外の
　　者を議場の外に退去させる、③
　　報道関係者も退場させるなど、
　　傍聴の事由、報道の自由、会議
　　録の公表が原則的に認められな
　　い会議ということです。
学生：エッ！？会議公開が原則なの
　　に⋯、でもちょっとミステリア
　　ス！
先生：秘密会を開く場合は、議長又
　　は議員３人以上の発議が必要です。
　　なおかつ、出席議員の３分の２
　　以上の多数での議決が必要です。
学生：３分の２以上！ハードルが高
　　いですね。
先生：それだけではなく、発議は、
　　討論を行わないでその可否を決
　　するとなっています。
学生：討論？？質疑、討論⋯の討論？
先生：それです。討論を行わないこ
　　ととした理由は、討論を行うこ
　　ととすると、当該事件の審議を
　　秘密会とするかどうかを論じる
　　ために、秘密とするべき内容に
　　触れざるをえず、そのこと自体
　　が秘密会とする趣旨なり実益を
　　損なうことになるからというこ
　　とです。
学生：秘密会って本当に秘密が漏れ
　　ないように行われるのですね。
先生：付け加えておくが、どんな場
　　合に秘密会とするかは、各議会
　　の判断となっています。

 

 

 

議

案

 

議

案

議

案

 

議

案

 

「教えて！　にんに君」　コーナー 
　皆さん、こんにちは。議会についての？をにんに君が毎回わかりやす

く解説していきます。　

Vol.９　「定例会？、臨時会？？って」 
　「定例会」は、その名のとおり、定期的に開くもので、条例などであら

かじめ開催する回数と、始まる時期が決まっています。七戸町では、年

４回開催することになっており、内容に応じて１回の定例会を10日前後

の日程で行っています。定例会は、議会の中心となる話し合いの場で、

お金の使い方やルールなど、ほとんどは、この定例会で話し合います。

　「臨時会」は、定例会を開催していない期間中、議会での

話し合いが必要になったときに、臨時で開くものです。

　臨時会では、国の制度が変わったり、災害が起こったり

したときなど、急いで決めなければならないことなどを話

し合います。

　このように、定例会と臨時会を開催しながら、議論を行

っています。

    

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　
例
の
改
正

　
　
青
森
県
人
事
委
員
会
の

　
勧
告
に
準
じ
職
員
の
給
料

　
月
額
及
び
勤
勉
手
当
の
額

　
等
を
改
定
す
る
た
め
、
条

　
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

　
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に

　
関
す
る
条
例
の
改
正 

　
　
町
長
等
の
期
末
手
当
の

　
支
給
割
合
を
改
め
る
た
め
、

　
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

　
す
。　

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

　
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

　
条
例
の
改
正 

　
　
町
議
会
議
員
の
期
末
手

　
当
の
支
給
割
合
を
改
め
る

　
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る

　
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
令
和
４
年
度
補
正
予
算 

☆
全
会
一
致
で
可
決

　
　
︵
２
頁
下
段
参
照
︶

○
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
８
号
） 

　
　
１
億
65
万
５
０
０
０
円

　
を
追
加
し
、
総
額
を
１
２

　
５
億
９
３
９
５
万
円
と
す

　
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告 

《
令
和
４
年
度
予
算
関
係
》 

             

　
・
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
︵
第
６
号
・
第
７
号
︶

☆
全
会
一
致
で
承
認

    

　

 

　

追
加
議
案

追
加
議
案 

定例会・臨時会での主な感染症対策 
・会議室入出時の手指消毒、マスク着用 

・ドアや窓を開放しての会議室の換気 

・傍聴者に感染症対策への協力を要請 

・風邪症状がある場合の会議出席自粛 

　※但し、議長が許可する場合はこの限りではありません。 

追
加
議
案

追
加
議
案 
追
加
議
案 

 

報

告

 
報

告

報

告

 
報

告

 
第
２
回 

臨

時

会 

令
和
４
年
11
月
14
日 

  



令和５年２月１日 　第�71�号　⑷議 会 だ よ り  

新庁舎建設に向け 

　　今後の議論に備える 

 

行政視察報告 

宮古市本庁舎 

  

                                   

                                   

             

　
瀬
川
　
左
一 

議 

長 

　
宮
古
市
庁
舎
は
、
Ｊ
Ｒ
宮

古
駅
と
ク
ロ
ス
デ
ッ
キ
と
い

う
自
由
通
路
で
つ
な
が
っ
て

い
る
た
め
、
待
合
室
代
わ
り

に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
庁
舎

内
は
、
と
て
も
明
る
く
、
広

い
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、

市
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
当
町

の
庁
舎
建
設
に
も
参
考
に
な

る
部
分
が
多
く
、
今
後
の
議

論
に
大
い
に
役
立
っ
た
。

　
三
上
　
正
二 

議 

員 

　
宮
古
市
庁
舎
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
・
中
央
公
民
館
、
市
本
庁

舎
が
一
体
と
な
っ
た
施
設
で
、

市
民
が
と
て
も
親
し
み
や
す

い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
当
町

は
、
現
在
、
建
設
中
の
ア
リ

ー
ナ
に
隣
接
し
た
と
こ
ろ
に

庁
舎
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の

荒
熊
内
地
区
の
開
発
は
、
新

庁
舎
を
中
心
と
し
た
、
ア
リ

ー
ナ
、
道
の
駅
、
七
戸
十
和

田
駅
を
う
ま
く
活
用
す
る
よ

う
な
、
﹁
新
市
街
地
構
想
﹂

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
田
嶋
　
輝
雄 

議 

員 

　
宮
古
市
は
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
ま

で
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
。

こ
の
経
験
か
ら
、
防
災
機
能

を
高
め
た
庁
舎
・
拠
点
を
建

設
。
な
お
か
つ
中
心
市
街
地

に
建
設
し
、
災
害
対
応
体
制

の
確
立
を
は
か
っ
た
。
当
町

で
も
、
い
つ
い
か
な
る
災
害

に
も
対
応
で
き
る
庁
舎
の
建

設
を
目
指
し
、
町
民
の
安
心

安
全
な
生
活
確
保
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思

っ
た
。

 

　
佐
々
木
寿
夫 

議 

員 

　
宮
古
市
庁
舎
は
、
東
日
本

大
震
災
を
教
訓
に
、
地
域
防

災
拠
点
施
設
と
し
て
建
設
さ

れ
た
。
さ
ら
に
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

市
本
庁
舎
が
融
合
す
る
施
設

で
あ
り
、
賑
わ
い
の
拠
点
、

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
え

る
拠
点
、
安
心
安
全
な
暮
ら

し
を
支
え
る
拠
点
で
あ
り
、

今
後
、
参
考
に
す
べ
き
こ
と

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
施
設

昨
年
の
10
月
５
日
〜
７
日
に
わ
た
り
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

目
的
は
、「
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
の
議
論
に
備
え
る
た
め
、
先
進
的
な
庁
舎
建
設
を
し
た
自
治
体
の
視
察
」

と
い
う
こ
と
で
、
岩
手
県
宮
古
市
庁
舎
を
視
察
。
そ
の
ほ
か
、「
平
泉
世
界
遺
産
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
」、 

「
七
ヶ
宿
ダ
ム
」、「
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
亘
理
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー
」、「
世
界
遺
産
　
橋
野
鉄
鉱
山
」、「
三
陸
鉄
道
震

災
学
習
列
車
」、「
釜
石
市
根
浜
復
興
団
地
」
を
視
察
。 

研
修
後
、
提
出
さ
れ
た
復
命
書
か
ら
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
意
見
を
抜
粋
・
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

集
い
・
学
び
・
語
ら
い
・
賑
わ
い 

　
　
　
　
　
町
民
に
愛
さ
れ
る
庁
舎
を 
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で
あ
っ
た
。

　
附
田
　
俊
仁 

議 

員 

　
宮
古
市
庁
舎
は
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ

ー
、
市
本
庁
舎
か
ら
構
成
さ

れ
る
複
合
施
設
で
あ
っ
た
。

何
よ
り
、
市
の
中
心
市
街
地

に
拠
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
、

Ｊ
Ｒ
宮
古
駅
に
直
結
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
、
市
民
の
憩
い

の
場
的
要
素
も
あ
る
と
感
じ

た
。
今
後
の
庁
舎
建
設
に
参

考
に
な
る
部
分
が
多
く
あ
っ

た
。

 

　
岡
村
　
茂
雄 

議 

員 

　
宮
古
市
庁
舎
は
、
﹁
宮
古

市
中
心
市
街
地
拠
点
施
設
﹂

と
称
し
て
、
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市

本
庁
舎
を
一
体
化
し
た
構
造

と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
本

庁
舎
に
は
災
害
対
策
本
部
室

が
あ
り
、
漁
港
や
市
内
要
所

に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
で
監
視

で
き
る
な
ど
、
防
災
対
策
に

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
強

く
感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
、
い
ろ
い
ろ
な
機
能
を
集

約
し
た
複
合
施
設
は
、
交
流

の
場
は
も
と
よ
り
、
高
齢
者

対
策
に
も
つ
な
が
る
と
感
じ
、

今
後
の
議
論
の
参
考
に
な
っ

た
。

　
哘
　
　
清
悦 

議 

員 

　
宮
古
市
庁
舎
は
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ

ー
、
市
本
庁
舎
か
ら
構
成
さ

れ
る
複
合
施
設
で
あ
る
が
、

そ
の
整
備
財
源
を
見
る
と
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
復
興

交
付
金
、
保
健
セ
ン
タ
ー
は

災
害
復
旧
費
及
び
被
災
市
町

村
保
健
セ
ン
タ
ー
再
建
支
援

事
業
費
補
助
金
、
市
本
庁
舎

は
合
併
特
例
債
と
施
設
の
用

途
ご
と
に
財
源
を
組
み
合
わ

せ
て
一
つ
の
施
設
を
建
設
し

て
い
る
。
そ
の
財
源
ご
と
に

制
限
が
あ
る
と
は
思
う
が
、

施
設
は
便
利
で
親
し
み
や
す

い
施
設
だ
と
感
じ
た
。
当
町

も
、
い
ろ
い
ろ
な
財
源
を
構

成
し
て
建
設
す
る
と
思
う
が
、

と
て
も
参
考
と
な
る
事
例
で

あ
っ
た
。

　
小
坂
　
義
貞 

議 

員

　
宮
古
市
庁
舎
は
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ

ー
、
市
本
庁
舎
か
ら
構
成
さ

れ
る
複
合
施
設
で
あ
る
が
、

そ
の
中
で
も
特
に
交
流
プ
ラ

ザ
︵
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
︶

は
、
年
齢
を
問
わ
ず
市
民
の

憩
い
の
場
で
あ
る
と
感
じ
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
と
し
、
防
災
へ
の
取
り
組

み
の
強
化
が
感
じ
ら
れ
た
。

七
戸
町
と
宮
古
市
で
は
、
人

口
や
面
積
、
予
算
規
模
等
、

単
に
比
べ
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
そ
れ
で
も
と
て
も
参

考
と
な
る
部
分
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
今
後
の
議
論
に
備
え

た
い
と
思
っ
た
。

　
二
ツ
森
英
樹 

議 

員

　
宮
古
市
は
、
全
国
で
８
番

目
に
広
い
面
積
の
市
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
遠
方
か
ら
来

庁
さ
れ
る
高
齢
の
市
民
は
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て

い
る
。
宮
古
市
庁
舎
は
、
Ｊ

Ｒ
宮
古
駅
と
ク
ロ
ス
ハ
ッ
チ

と
呼
ば
れ
る
自
由
通
路
で
直

結
さ
れ
て
お
り
、
来
庁
者
の

利
便
性
を
考
え
た
作
り
に
な

っ
て
い
た
。
当
町
の
新
庁
舎

建
設
の
際
も
、
高
齢
化
の
対

応
と
し
て
、
交
通
手
段
も
と

て
も
大
事
な
要
素
と
感
じ
、

と
て
も
参
考
と
な
っ
た
。

　
向
中
野
幸
八 

議 

員

　
宮
古
市
庁
舎
建
設
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
未
曽
有

の
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
教

訓
と
し
、
地
域
防
災
拠
点
の

あ
り
方
や
中
心
市
街
地
の
賑

わ
い
創
出
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
整
備
を
し
た
。
防

災
・
災
害
対
応
の
整
備
の
強

化
や
公
共
交
通
の
強
化
は
、

今
後
、
加
速
化
す
る
高
齢
化

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
整
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
感
じ
た
。
今
後
は
、
安
心

安
全
・
利
便
性
・
賑
わ
い
、

こ
の
３
つ
の
ワ
ー
ド
を
大
切

に
議
論
に
備
え
た
い
と
思
っ

た
。

　
山
本
　
泰
二 

議 

員

　
宮
古
市
は
、
数
回
の
合
併

を
し
、
現
在
は
全
国
で
８
番

目
に
広
い
面
積
の
市
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
後
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
。
宮
古
市
庁
舎
に
は
、

常
設
の
防
災
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
常
時
、
情
報
収
集
や
発

信
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

防
災
プ
ラ
ザ
も
あ
り
、
災
害

記
録
や
記
憶
の
伝
承
な
ど
防

災
に
対
す
る
意
識
づ
け
も
行

わ
れ
て
い
た
。
い
ろ
い
ろ
参

考
と
な
る
部
分
は
た
く
さ
ん

あ
っ
た
が
、
ま
ず
は
新
庁
舎

の
必
要
性
か
ら
議
論
し
て
い

き
た
い
。

                              

　
中
野
　
正
章 

議 

員

　
宮
古
市
庁
舎
は
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ

ー
、
市
本
庁
舎
か
ら
構
成
さ

れ
る
複
合
施
設
で
あ
る
。
整

備
財
源
に
は
、
復
興
交
付
金

や
災
害
復
旧
費
が
使
わ
れ
て

お
り
、
当
町
と
の
違
い
は
大

き
い
と
感
じ
た
。

防災対策本部にある大画面のモニター。常時、市内の沿岸や河川の状況を監視している。 
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住みよいまちづくりのために 
 

町政のここが聞きたい 
 

 

 

 

 

 

　 

 

住みよいまちづくりのために 
 

町政のここが聞きたい 
 

 

 

　 

 

　 

 

一般質問 

質　問　者 

澤　田　公　勇

議員

向中野　幸　八

議員

佐々木　寿　夫

議員

主　な　質　問　項　目 

◎国民スポーツ大会開催準備について 
・現在の準備状況と今後の計画は。

◎国民スポーツ大会の受入体制について 
・たくさんの方が訪れることが予想される。大会に合わせた民泊を含め、宿泊

　施設や飲食についての考えは。

　 
 
◎冬期間の除雪の対応について 
・除雪に対し、クレームで特に多いものは。

・一般町民が除雪協力者として作業にあたる体制作りを試みる考えは。

◎商工会について 
・地方自治法第157条では、「町長は、公共的団体等の活動の総合調整等を図る�

　ことができる」とされている。現在の両商工会の活動状況をどう考えている

　か。

 
◎子どもの医療費について 
・高校生まで無料化にする考えは。

 
◎介護保険料について
・介護保険特別会計の経営状況は。

・１号保険者の介護保険料の区分を増やし、保険料を見直す考えは。

◎（仮称）みちのく風力発電事業について 
・ユーラスエナジーホールディングス社からの事前説明は。

・この事業に対する町の考えは。

◎空き地の管理について
・空き地の雑草等の除去について、条例を制定する考えは。

 
 

ページ 

８

９

10

 

 

　12月定例会では、７人の議員から17項目32件の一般質問がおこなわれ、国民スポーツ 

大会開催準備やみちのく風力発電事業などについて、活発な議論が展開されました。 

 
　「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主導に
よる政策論議であり、年４回の定例会で行われます。 
　質問する議員も受ける執行機関も、ともに十分な
準備が必要であるため通告制※が採用されています。 
　議員が行財政全般にわたり、事務の執行状況及び
将来の方針等について所信をただし、事実関係を明
らかにすることにより、現行の政策の確認、変更、
是正、あるいは新規の政策を採用させる目的と効果
があります。 
 
　※通告制とは、発言等をする場合、あらかじめ議
　　長に対し発言要旨などを記載した文書を提出す
　　ることです。 
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質　問　者 

田　嶋　輝　雄

議員

哘　　　清　悦

議員

山　本　泰　二

議員

中　野　正　章

議員

主　な　質　問　項　目 

◎自主防災組織について 
・自主防災組織づくりの進捗状況は。

・町民に対する趣旨説明が必要と考えるが、その取り組みは。

◎防災教育について
・防災教育の現在の取り組みと今後の計画は。

　 
 
◎デジタル化の推進について 
・マイナンバーカードの申請や交付状況は。また、今後の見通しと課題は。

・町のホームページからダウンロードできる各種申請書の割合は。また、オン

　ライン申請できる割合は。

◎選挙公報について
・令和５年４月の町議会議員選挙において、選挙公報の作成に取り組む考えは。

◎図書の充実について
・図書館における昨年度の利用者数、貸出数、購入図書数は。

・購入する図書の選定方法は。

・戦後、焚書処分された多くの書籍が少しずつ復刊されてきている。それらを

　学校や図書館に配置する考えは。

 
◎上北自動車道天間林道路について 
・開通による経済効果は。

・天間林道路を活用した事業を行う考えは。

・物流、観光のハブとしての機能を充実させる考えは。

・交通の便利さを活かした物流拠点、宿泊施設、大規模宅地事業者などを誘致

　する考えは。

◎（仮称）みちのく風力発電事業について 
・計画による、景観や環境への影響は。

・計画を町民に説明する考えは。

・計画に対し、町民の意思を反映させるための住民投票を行う考えは。

 
◎コロナ後の地域活性化について
・昨年度行った分館アンケート調査内容と結果は。

・アンケート結果を今後どのように地域行政に活かすか。

・地域づくりは町の総合戦略の柱の一つでもあり、強く推進しなければならな

　い。地域づくりに特化した課を設ける考えは。

◎新規就農者のソフト面での支援体制について 
・新規就農者の定着率は。

・新規就農者の知識や技術向上を図るための支援状況は。また、国や県で行っ

　ている研修会への参加状況は。

ページ 

11

12

13

14

議会事務局 
QRコード 

「しちのへ議会だより」では、スペースの都合上、質問と答弁を要約して掲載

しています。また、会議録は、総務課、中央公民館や中央図書館、町のウェブ

サイトでも閲覧できます。（http://www.shichinohe.lg.jp/gyosei/gikai/gikai/)

本会議場での傍聴もお待ちしております。
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議
　
員 

　
２
０
２
６
年
10
月
に
青
森
県

に
お
い
て
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
国
ス
ポ
）
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
当
町
は
、
剣
道
の
競
技
会

場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
ス

ポ
開
催
に
向
け
て
の
現
在
の
準

備
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

教
育
長

　
競
技
会
場
と
な
る
︵
仮
称
︶

七
戸
町
総
合
ア
リ
ー
ナ
は
、
令

和
５
年
９
月
完
成
に
向
け
、
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。
競
技
会

運
営
に
つ
い
て
は
、
国
体
開
催

地
へ
の
視
察
や
事
業
概
要
説
明

会
へ
参
加
し
、
情
報
を
収
集
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
森
県
準

備
委
員
会
が
競
技
会
開
催
に
係

る
各
種
調
査
等
を
実
施
し
、
準

備
業
務
を
進
め
て
い
る
状
況
で

す
。
今
後
は
、
国
民
体
育
大
会

開
催
基
準
要
綱
に
基
づ
き
、
こ

れ
ま
で
の
国
体
開
催
地
や
青
森

県
準
備
委
員
会
の
例
を
参
考
に
、

開
催
３
年
前
の
令
和
５
年
度
中

に
当
町
に
お
け
る
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、

準
備
業
務
を
本
格
的
に
推
進
し

て
い
く
体
制
を
確
立
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

議
　
員 

　
今
後
、
準
備
委
員
会
や
準
備

室
の
設
置
、
予
算
等
、
い
ろ
い

ろ
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
、
新
年
度
に
向

け
て
の
準
備
、
例
え
ば
ど
こ
に

準
備
室
を
設
け
る
か
、
予
算
計

上
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。 

町
　
長

　
令
和
５
年
度
に
つ
い
て
は
、

国
ス
ポ
大
会
準
備
業
務
を
専
門

的
に
行
う
職
員
を
と
り
あ
え
ず

生
涯
学
習
課
内
に
１
名
か
ら
２

名
を
配
置
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
か
ら
は
業
務
量
も

膨
大
に
な
っ
て
く
る
た
め
、
独

立
し
た
国
ス
ポ
大
会
準
備
業
務

を
担
当
す
る
課
、
ま
た
は
室
を

設
立
す
る
か
、
現
在
の
生
涯
学

習
課
の
中
に
課
内
室
を
設
け
る
、

そ
う
い
う
こ
と
で
庁
内
の
推
進

体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い
き
た

い
思
い
ま
す
。

　
予
算
面
で
す
が
、
具
体
的
に

い
く
ら
と
い
う
の
は
、
ま
だ
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
実
施
し

た
と
こ
ろ
を
参
考
に
、
青
森
県

と
協
議
を
し
な
が
ら
予
算
措
置

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

     

議
　
員 

　
国
ス
ポ
で
は
、
選
手
団
、
役

員
、
応
援
者
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
方
々
が
訪
れ
ま
す
。
全
員
一

同
に
集
合
す
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
昼
食
に
関
す
る
問
題
が
出

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
当
町
に
、
１
日
当
た
り

１
０
０
０
食
の
弁
当
を
準
備
で

き
る
と
こ
ろ
は
あ
る
か
。 

町
　
長

　
町
内
に
１
日
当
た
り
１
０
０

０
食
の
準
備
と
い
う
の
は
、
恐

ら
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
例

え
ば
そ
れ
ぐ
ら
い
の
需
要
が
あ

る
の
で
あ
れ
ば
、
町
内
、
町
外

を
含
め
て
必
ず
準
備
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の

検
討
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
準
備
不
足
で
供
給
で
き
な

い
と
い
う
事
態
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

  

議
　
員 

　
昼
食
の
問
題
と
同
時
に
、
宿

泊
の
問
題
も
出
て
く
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
国
ス
ポ
で
は
、
当

町
は
剣
道
、
野
辺
地
町
で
は
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
、
東
北
町
で
は
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
と
、
隣
接
で
も
大

会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
宿
泊
に
関
す
る
こ
と
は
大

き
な
問
題
の
一
つ
だ
と
思
い
ま

す
。
当
町
に
は
、
宿
泊
施
設
が

民
泊
を
含
め
て
も
数
件
ほ
ど
で

す
。
せ
っ
か
く
七
戸
町
に
た
く

さ
ん
の
方
々
が
来
て
く
れ
る
の

で
、
七
戸
町
を
利
用
し
、
町
で

お
金
を
使
っ
て
く
れ
る
よ
う
な

こ
と
を
検
討
し
て
欲
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
宿
泊
に
つ
い
て
、

民
泊
施
設
な
ど
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

 

町
　
長

　
宿
泊
の
関
係
で
す
が
、
市
部

の
ほ
う
で
は
ホ
テ
ル
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
町
村
部
に
つ

い
て
は
、
恐
ら
く
ど
こ
も
非
常

に
苦
慮
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
イ
ベ
ン
ト
に
特
化
し
た

﹁
イ
ベ
ン
ト
民
泊
﹂
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。
民
宿
と
は
違
っ

て
、
手
続
き
も
非
常
に
簡
単
で
、

一
定
期
間
だ
け
宿
泊
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
と
い
う
制
度
の
も
の

で
す
。
こ
れ
は
、
旅
館
業
法
に

と
ら
わ
れ
な
い
制
度
で
あ
る
の

で
、
組
織
を
作
っ
て
、
十
分
検

討
、
研
究
し
て
、
い
く
ら
で
も

宿
泊
数
を
増
や
す
方
向
で
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
周
辺
の

宿
泊
施
設
と
い
っ
た
も
の
を
今

か
ら
い
ろ
い
ろ
調
査
を
し
て
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

議
　
員 

　
ぜ
ひ
と
も
七
戸
町
に
宿
泊
で

き
る
体
制
を
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
国
ス
ポ
開

催
時
期
は
、
秋
口
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
で
宿

泊
施
設
も
余
裕
が
な
い
と
思
い

ま
す
。 

　
七
戸
町
の
良
さ
を
全
国
に
Ｐ

Ｒ
す
る
に
は
、
国
ス
ポ
は
ま
た

と
な
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
前
向
き
に
検
討
を
進

め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

澤田　公勇 議員 
2026年開催予定の国民スポーツ大会 

　　　　　大会関係者の宿泊施設は十分か 
 

イベントに特化した「イベント民泊」がある。 

この制度で少しでも多くの関係者を町に宿泊 

できるよう、今後、調査研究する。 

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の 

　
　
開
催
準
備
に
つ
い
て 

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の 

　
　
受
入
体
制
に
つ
い
て 

町長 

一
般
質
問 
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議
　
員 

　
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

必
ず
除
雪
に
関
す
る
問
題
や
ク

レ
ー
ム
な
ど
が
発
生
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
重
機
で
作
業
を
行

う
わ
け
で
す
が
、
作
業
距
離
や

そ
の
日
の
降
雪
量
、
特
に
最
近

の
豪
雪
の
時
に
は
、
予
定
ど
お

り
に
作
業
が
進
ま
な
い
と
い
う

こ
と
も
多
々
あ
る
よ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
コ
ロ

ナ
対
策
の
ほ
か
に
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
に
も
十
分
注
意
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
限

ら
れ
た
作
業
時
間
内
に
作
業
を

終
了
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
当
町
の
除
雪
に
関
す

る
ク
レ
ー
ム
で
特
に
多
い
も
の
は
。 

町
　
長

　
特
に
多
い
も
の
と
し
て
、
除

雪
が
遅
い
、
家
の
玄
関
の
前
に

雪
の
塊
を
寄
せ
ら
れ
る
や
置
い

て
い
か
れ
る
、
道
路
が
狭
く
通

行
が
非
常
に
困
難
、
後
は
、
除

雪
後
の
路
面
状
態
が
悪
い
と
い

っ
た
ク
レ
ー
ム
の
内
容
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

議
　
員 

　
当
町
に
お
い
て
は
、
除
雪
機

を
貸
し
出
し
、
あ
る
い
は
社
会

福
祉
協
議
会
の
「
ほ
の
ぼ
の
協

力
隊
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
降
雪
量
に
よ
っ
て

は
、
除
雪
作
業
が
追
い
つ
か
な

い
状
況
に
あ
る
の
も
現
実
で
す
。

特
に
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
世

帯
に
お
い
て
は
、
不
安
や
心
配

で
、
と
て
も
深
刻
な
問
題
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
一
部
の
地
域
に
お

い
て
、
有
資
格
者
で
小
型
重
機

を
所
持
し
て
い
る
方
に
協
力
や

対
応
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
一

般
町
民
が
除
雪
協
力
者
と
し
て

作
業
に
あ
た
る
体
制
づ
く
り
を

試
み
る
考
え
は
。 

町
　
長

　
町
道
で
あ
る
公
道
の
除
雪
作

業
を
行
う
条
件
と
し
て
は
、
道

路
交
通
法
に
基
づ
く
道
路
維
持

作
業
の
許
可
だ
け
で
は
な
く
、

あ
る
程
度
の
人
員
を
確
保
で
き

て
い
る
こ
と
や
傷
害
保
険
に
加

入
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
条
件

を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
緊
急
、
災
害
時
に
お
い

て
も
、
除
雪
作
業
が
求
め
ら
れ

る
た
め
、
一
般
町
民
が
除
雪
協

力
者
と
し
て
作
業
に
あ
た
る
と

い
う
こ
と
は
、
何
か
あ
っ
た
際

の
責
任
体
制
と
い
う
こ
と
も
あ

る
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

　
た
だ
今
後
に
向
け
て
、
先
に

言
っ
た
条
件
を
ク
リ
ア
し
て
も

ら
い
、
そ
こ
に
待
機
と
い
う
か
、

降
雪
量
が
多
い
と
き
な
ど
に
、

除
雪
の
応
援
を
頼
む
と
い
う
こ

と
も
こ
れ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
研
究

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

     
議
　
員 

　
町
で
は
、
町
内
の
商
工
会
の

事
業
費
補
助
と
し
て
、
会
員
数

１
５
２
名
の
七
戸
町
天
間
林
商

工
会
へ
１
７
１
万
円
、
会
員
数

２
６
３
名
の
七
戸
町
商
工
会
へ

２
６
１
万
円
の
補
助
金
を
支
出

し
て
い
ま
す
。
２
０
０
５
年
に

町
村
合
併
を
し
、
17
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
が
、
当
町
の
両
商

工
会
は
、
合
併
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。 

　
地
方
自
治
法
第
１
５
７
条
で

は
、
町
長
は
公
共
的
団
体
等
の

活
動
の
総
合
調
整
等
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

両
商
工
会
の
合
併
に
つ
い
て
、

町
長
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。 

町
　
長

　
一
つ
の
町
に
お
い
て
、
商
工

業
を
推
進
す
る
組
織
体
が
二
つ

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
よ
ろ
し

く
な
い
と
い
う
か
、
力
が
分
散

す
る
と
い
う
か
、
一
つ
に
な
っ

て
商
工
業
の
振
興
に
一
丸
と
な

っ
て
進
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

  

議
　
員 

　
仮
に
、
合
併
を
進
め
る
と
な

っ
た
際
、
移
転
先
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
諸
問
題
が
発
生
す
る
と

思
い
ま
す
。
両
商
工
会
と
し
て
、

計
画
を
立
て
て
取
り
組
む
の
は

当
然
で
あ
り
、
青
森
県
商
工
会

連
合
会
の
指
導
を
受
け
な
が 

ら
実
施
す
る
と
思
う
が
、
町
の

対
応
と
し
て
、
指
導
や
助
言
な

ど
、
ど
の
程
度
、
介
入
が
で
き

る
か
。 

町
　
長

　
合
併
す
る
と
な
る
と
、
多
く

の
調
整
項
目
を
決
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
名
称
を

ど
う
す
る
か
、
事
務
所
を
ど
こ

に
置
く
か
な
ど
、
ど
れ
を
と
っ

て
も
そ
う
簡
単
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
我
々
の
町
村
合
併
も

同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
以
上
の
調

整
を
し
、
汗
を
流
し
て
合
併
に

こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　
今
、
天
間
林
商
工
会
の
会
長

は
、
一
つ
に
な
ら
な
い
と
駄
目

で
し
ょ
う
ね
と
い
う
こ
と
で
、

合
併
に
向
け
て
は
非
常
に
否
定

的
で
な
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

早
く
合
併
で
き
る
よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
働
き
か
け
、
助
言
を
し

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
　
員 

　
両
商
工
会
、
会
員
４
１
５
名

が
、
一
向
に
収
束
し
な
い
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
、
一
生
懸
命
、

厳
し
い
状
況
に
耐
え
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
町
と
両
商
工
会
が
協

力
を
一
層
強
化
し
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

向中野幸八 議員 
一般町民が除雪協力者として 

作業にあたる体制を作る考えは 
 

クリアしなければならない問題がたくさんある。 

今後に向け、研究したいと思う。 

 

冬
期
間
の 

　
除
雪
の
対
応
に
つ
い
て 

町長 

一
般
質
問 

商
工
会
に
つ
い
て 
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昨
今
の
経
済
情
勢
を
鑑
み
る

と
、
物
価
の
高
騰
が
続
い
て
い

ま
す
。
原
因
は
、
円
安
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
問
題
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
物
価
高
騰
が
続
く
と
、

町
民
の
生
活
が
非
常
に
厳
し
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
高
齢
者
に

と
っ
て
は
、
年
金
の
引
き
下
げ

が
４
月
に
行
わ
れ
る
と
か
、
後

期
高
齢
者
の
病
院
で
の
支
払
い

が
２
割
に
な
る
と
か
、
町
民
の

生
活
が
厳
し
さ
を
増
す
一
方
で

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
お
い
て
も
、

町
民
の
生
活
は
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。 

     

議
　
員 

　
子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
、

わ
が
町
は
他
自
治
体
に
先
駆
け

て
乳
幼
児
医
療
費
の
現
物
給
付

払
い
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
、
学
校
給
食
無
料
化
な

ど
、
子
育
て
支
援
に
は
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
最
近
で
は
、
子
ど
も
の
医

療
費
を
高
校
生
ま
で
無
料
化
に

す
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
わ

が
町
で
も
子
育
て
支
援
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
子
ど
も

の
医
療
費
を
高
校
生
ま
で
無
料

化
に
す
る
考
え
は
。 

町
　
長

　
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
の
無

料
化
の
実
施
は
、
県
内
自
治
体

で
は
約
半
数
、
上
十
三
地
域
に

お
い
て
は
、
９
市
町
村
の
う
ち
、

条
件
付
き
で
４
市
町
村
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
子
ど
も
へ
の
投
資
と
い
う
の

は
、
七
戸
町
の
未
来
へ
の
投
資

と
い
う
こ
と
で
、
町
に
は
い
ろ

い
ろ
な
政
策
が
あ
り
ま
す
が
、

全
て
に
お
い
て
何
よ
り
も
優
先

す
る
、
最
優
先
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。
妊
娠
期
か
ら
青
年
期
ま

で
、
い
ろ
い
ろ
な
節
目
節
目
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
子
供
に
は

あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
お
い
て
現

金
給
付
と
現
物
給
付
と
い
っ
た

も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
、
将
来
、

大
胆
に
投
資
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
他
自
治
体
で
や
っ
て
い
な

い
、
少
子
化
対
策
と
人
口
増
対

策
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

�  

議
　
員 

　
高
齢
者
の
生
活
が
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢

者
の
負
担
を
減
ら
す
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
ま
す
。 

　
介
護
保
険
特
別
会
計
の
経
営

状
態
は
。 

町
　
長

　
過
去
３
年
間
の
経
営
状
況
で

す
が
、
令
和
元
年
度
歳
入
総
額

26
億
６
０
０
０
万
円
、
歳
出
総

額
25
億
１
０
０
０
万
円
、
実
質

収
支
１
億
５
４
０
０
万
円
。
令

和
２
年
度
歳
入
総
額
26
億
７
０

０
０
万
円
、
歳
出
総
額
25
億
８

０
０
０
万
円
、
実
質
収
支
９
２

０
０
万
円
。
令
和
３
年
度
歳
入

総
額
27
億
１
０
０
０
万
円
、
歳

出
総
額
26
億
４
０
０
０
万
円
、

実
質
収
支
７
５
０
０
万
円
で
す
。

介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
年
度

末
残
高
は
、
令
和
元
年
度
４
４

０
０
万
円
、
令
和
２
年
度
１
億

９
０
０
万
円
、
令
和
３
年
度
１

億
２
８
０
０
万
円
で
す
。

  

議
　
員 

　
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険

料
の
区
分
を
増
や
し
、
保
険
料

を
見
直
す
考
え
は
。

町
　
長

　
当
町
は
、
国
が
示
し
て
い
る

９
段
階
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
行
わ
れ
る
介
護
保
険
運

営
協
議
会
に
お
い
て
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
総
費
用
や
第
１
号
被

保
険
者
数
、
介
護
給
付
費
準
備

基
金
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し

決
定
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

   

議
　
員

　
事
業
主
で
あ
る
ユ
ー
ラ
ス
エ

ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社

か
ら
事
前
の
説
明
は
あ
っ
た
か
。 

町
　
長

　
今
年
10
月
、
国
内
事
業
第
一

部
長
、
以
下
５
名
が
来
庁
さ
れ
、

当
町
を
含
む
５
市
町
に
ま
た
が

る
広
大
な
区
域
に
、
一
般
家
庭

の
電
力
消
費
量
約
30
万
世
帯
分

に
相
当
す
る
風
車
総
数
、
最
大

１
０
０
基
と
い
う
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

 

議
　
員 

　
当
町
の
西
側
が
こ
の
計
画
に

入
っ
て
い
ま
す
。
景
観
や
自
然

体
系
の
影
響
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
問
題
が
み
ち
の
く
風
力
発
電

に
は
考
え
ら
れ
ま
す
。
町
は
こ

の
事
業
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

 

町
　
長

　
み
ち
の
く
風
力
発
電
事
業
の

計
画
は
、
県
内
に
例
を
見
な
い

大
規
模
な
山
林
開
発
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
問
わ
れ
れ
ば
、

私
の
立
場
と
し
て
は
明
確
に
反

対
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�   

議
　
員

　
町
に
は
、
た
く
さ
ん
の
空
き

地
が
あ
り
、
管
理
が
行
き
届
か

な
い
と
景
観
、
防
災
、
衛
生
上
、

た
く
さ
ん
の
問
題
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
空
き
地
の
雑
草
等
の
除

去
に
つ
い
て
、
条
例
を
制
定
す

る
考
え
は
。 

 

町
　
長

　
空
き
地
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

一
般
的
に
土
地
の
所
有
者
等
が

適
正
に
行
う
こ
と
が
大
原
則
で

す
。
今
後
は
、
空
き
家
等
の
対

策
と
併
せ
た
条
例
の
制
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

佐々木寿夫 議員 
子どもの医療費について 

　　　　　高校生まで無料化にできないか 
 

子どもへの投資は、最優先課題。 

いろいろな節目節目において、現金給付と、 

現物給付を組み合わせ、大胆に投資をしていく。 

子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て 

町長 

一
般
質
問 

（
仮
称
）み
ち
の
く
風
力 

発
電
事
業
に
つ
い
て 

空
き
地
の
管
理
に
つ
い
て 

介
護
保
険
料
に
つ
い
て 
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10
月
５
日
か
ら
７
日
の
３
日

間
、
岩
手
県
宮
古
市
ほ
か
へ
議

員
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

目
的
は
、
わ
が
町
で
も
新
庁
舎

建
設
と
い
う
話
が
出
て
き
て
い

ま
す
が
、
本
格
的
な
議
論
に
向

け
、
先
進
的
な
庁
舎
建
設
を
し

た
自
治
体
視
察
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
視
察
し
た
自
治
体
は
、

岩
手
県
の
宮
古
市
。
東
日
本
大

震
災
後
の
平
成
30
年
10
月
に
完

成
し
た
宮
古
市
本
庁
舎
で
す
。

宮
古
市
本
庁
舎
は
、
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、

本
庁
舎
が
一
体
と
な
っ
た
複
合

施
設
で
、
隣
接
し
た
Ｊ
Ｒ
宮
古

駅
と
自
由
通
路
で
結
ば
れ
て
い

る
ほ
か
、
１
階
と
２
階
に
は
、

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
４
階
に
は
、

常
設
の
防
災
対
策
本
部
室
が
あ

り
、
市
民
の
安
心
・
安
全
な
暮

ら
し
を
支
え
る
た
め
、
市
内
の 

           

河
川
や
沿
岸
に
設
置
さ
れ
た
カ

メ
ラ
に
よ
り
常
時
監
視
を
し
、

非
常
時
に
は
即
対
応
で
き
る
体

制
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
で
も
命

を
守
る
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ

を
改
め
て
実
感
を
し
ま
し
た
。 

  

議
　
員 

　
防
災
に
関
心
の
な
い
町
民
の

方
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
当

初
予
算
で
も
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
状

況
や
補
助
金
の
交
付
の
状
況
は
。

ま
た
、
設
立
団
体
に
お
い
て
の

経
緯
と
苦
慮
さ
れ
た
点
な
ど
を

伺
っ
て
い
る
か
。 

 

町
　
長

　
町
の
自
主
防
災
組
織
は
、
今

年
度
新
た
に
結
成
さ
れ
た
２
町

内
会
を
合
わ
せ
、
七
戸
地
区
は
、

計
４
町
内
会
。
ま
た
、
町
で
は

今
年
度
よ
り
自
主
防
災
組
織
に

係
る
運
営
補
助
金
や
資
機
材
整

備
補
助
金
を
新
設
し
、
活
動
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
請
状

況
は
、
11
月
末
現
在
、
１
団
体

に
資
機
材
整
備
費
補
助
金
を
交

付
し
て
お
り
、
防
災
備
品
の
整

備
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
町
か
ら
の
呼
び
か
け

を
き
っ
か
け
に
結
成
さ
れ
た
団

体
の
一
つ
、
﹁
新
町
町
内
会
﹂

の
経
緯
等
を
紹
介
し
ま
す
。
新

町
町
内
会
は
、
大
雨
被
害
を
受

け
や
す
い
浸
水
常
習
地
帯
、
ま

た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

当
初
よ
り
防
災
意
識
が
非
常
に

高
い
町
内
会
で
し
た
。
自
主
防

災
組
織
の
立
上
げ
に
際
し
、
高

齢
化
等
に
よ
り
、
組
織
を
率
い

て
い
く
人
材
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
や
、
地
区
防
災
計
画
立
案
、

会
則
の
策
定
に
あ
た
っ
て
意
見

の
集
約
に
時
間
を
要
し
た
こ
と

な
ど
に
大
変
苦
慮
し
た
と
伺
っ

て
い
ま
す
。

 

議
　
員 

　
近
年
は
、
想
定
外
の
災
害
が

発
生
し
、
防
災
に
対
す
る
意
識
、

関
心
度
は
非
常
に
高
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
を

作
る
に
あ
た
り
、
町
民
に
対
し

て
趣
旨
説
明
を
す
る
な
ど
、
普

及
の
啓
発
に
努
め
る
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

町
　
長

　
地
域
ぐ
る
み
で
防
災
力
の
向

上
を
図
る
と
い
う
こ
と
は
、
町

全
体
の
防
災
を
考
え
る
上
で
も

必
要
で
あ
り
、
安
全
で
住
み
や

す
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
視

点
か
ら
も
、
自
主
防
災
組
織
の

結
成
は
大
変
重
要
と
考
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
各

町
内
会
・
常
会
等
に
向
け
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
に
よ

り
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に

向
け
た
呼
び
か
け
を
さ
ら
に
強

化
し
ま
す
。
ま
た
、
町
内
会
や

常
会
な
ど
会
合
が
あ
る
際
は
、

積
極
的
に
出
向
き
、
結
成
に
向

け
た
情
報
発
信
や
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た

迅
速
か
つ
円
滑
な
災
害
対
応
を

目
指
し
ま
す
。

     

議
　
員 

　
青
森
県
で
は
、
令
和
３
年
８

月
に
防
災
危
機
管
理
課
に
お
い

て
、
学
校
の
授
業
で
活
用
で
き

る
防
災
教
育
活
動
支
援
ツ
ー
ル

「
あ
お
も
り
お
ま
も
り
ノ
ー
ト
」

を
作
成
し
、
学
校
で
の
子
供
の

発
達
段
階
に
合
わ
せ
て
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
地

域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
た
防

災
教
育
が
必
要
と
考
え
る
が
、

当
町
の
学
校
に
お
け
る
防
災
教

育
と
今
後
の
教
育
委
員
会
と
し

て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。 

教
育
長

　
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
に

つ
い
て
は
、
小
中
学
校
の
各
学

習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
小
学
校

４
年
生
社
会
科
で
、
火
事
や
地

震
、
台
風
な
ど
の
災
害
発
生
時

に
、
自
分
の
地
域
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
必
用
で
あ
る
か
、
消

防
や
警
察
は
、
地
域
が
災
害
や

防
災
時
に
、
ど
の
よ
う
な
役
割

を
担
う
の
か
な
ど
に
つ
い
て
学

習
し
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
で

は
、
県
が
作
成
し
た
防
災
教
育

支
援
ツ
ー
ル
﹁
あ
お
も
り
お
ま

も
り
ノ
ー
ト
﹂
を
活
用
し
た
授

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、
学
校
と
地
域
が
連
携

し
た
防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、

学
校
主
導
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
が
、
中
部
上
北
総
合
防
災
訓

練
の
会
場
を
学
校
に
設
定
す
る

な
ど
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
防
災
教
育
に
取
り
組
む

こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

田嶋　輝雄 議員 
自主防災組織の設立状況と 

　　　　　　　　　　補助金の交付状況は
 

今年度は、新たに２町内会が設立された。 

運営補助金や資機材整備補助金を新設し、 

11月末現在で、１団体に交付済み。 
町長 

一
般
質
問 

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て 

防
災
教
育
に
つ
い
て 
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議
　
員 

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
状
況
と
交
付
状
況
は
。
ま
た

目
標
達
成
の
た
め
の
課
題
は
。

町
　
長

　
申
請
件
数
は
、
11
月
20
日
時

点
、
累
計
９
８
８
２
件
、
申
請

率
66
・
２
％
で
す
。

　
青
森
県
は
61
・
６
％
、
全
国

で
は
66
・
３
％
で
す
。

　
交
付
件
数
は
、
11
月
20
日
時

点
、
累
計
８
１
４
９
件
、
交
付

率
54
・
６
％
で
す
。

　
青
森
県
は
48
・
３
％
、
全
国

で
は
52
・
８
％
で
、
年
度
内
の

交
付
率
は
、
少
し
で
も
全
国
平

均
を
上
回
れ
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

　
課
題
で
す
が
、
な
り
す
ま
し

な
ど
に
よ
る
不
正
取
得
を
防
ぐ

た
め
、
申
請
時
ま
た
は
交
付
時

に
町
職
員
に
よ
る
対
面
で
の
厳

格
な
本
人
確
認
を
経
て
交
付
す

る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
施
設
に
入
所
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
や
学
生
な
ど
へ
の

交
付
に
つ
い
て
相
談
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
同
カ
ー

ド
は
利
用
す
る
場
面
が
少
な
く

普
及
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
は
、

同
カ
ー
ド
の
利
活
用
の
拡
大
や

安
全
性
の
周
知
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
　
員 

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
各
種
申
請

用
紙
の
割
合
と
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
で
き
る
割
合
は
ど
の
程
度
か
。 

町
　
長

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い
て

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
予
定
の
手

続
き
68
件
、
現
時
点
で
15
件
の

手
続
き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ

て
い
ま
す
。

   

議
　
員 

　
県
内
10
市
全
て
に
お
い
て
市

長
選
や
市
議
選
で
選
挙
広
報
を
、

町
村
部
で
は
、
平
内
町
、
野
辺

地
町
、
お
い
ら
せ
町
、
五
戸
町
、

三
戸
町
の
５
町
の
み
発
行
し
て

い
ま
す
。 

　
令
和
５
年
４
月
の
当
町
の
町

議
選
で
、
選
挙
広
報
を
発
行
す

る
考
え
は
。 

選
挙
管
理
委
員
長

　
選
挙
広
報
は
、
立
候
補
者
に

と
っ
て
、
自
ら
の
政
策
を
広
く

有
権
者
に
示
す
こ
と
が
で
き
る

有
効
な
手
段
で
す
。
　

　
今
後
は
、
紙
媒
体
で
の
印
刷

や
各
世
帯
へ
の
配
付
は
厳
し
い

と
し
て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
選
挙
広
報
を
公
開
す
る
な

ど
、
実
施
可
能
な
も
の
か
ら
取

り
組
み
、
若
い
人
に
も
選
挙
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
契
機
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

町
　
長

　
町
で
は
、
選
挙
広
報
条
例
を

制
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

     

議
　
員 

　
今
年
度
は
、
図
書
購
入
費
と

し
て
、
図
書
館
と
図
書
室
が
１

１
０
万
円
、
小
学
校
が
80
万
円
、

中
学
校
が
90
万
円
の
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
度
の
図
書
館
の
利
用
者

数
、
図
書
の
貸
出
数
、
購
入
図

書
数
は
。
ま
た
、
購
入
す
る
図

書
の
選
定
方
法
は
。 

教
育
長

　
令
和
３
年
度
七
戸
町
中
央
図

書
館
及
び
七
戸
中
央
公
民
館
図

書
室
の
合
算
の
数
字
で
す
が
、

図
書
を
借
り
た
利
用
者
数
３
２

７
１
人
、
図
書
の
貸
出
数
１
万

１
４
７
３
冊
、
購
入
図
書
数
７

５
０
冊
で
す
。

　
ま
た
、
選
定
方
法
に
つ
い
て

で
す
が
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
住
民
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
蔵
書

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
文
学

賞
を
受
賞
し
た
小
説
や
話
題
と

な
っ
て
い
る
も
の
な
ど
予
算
の

範
囲
内
で
購
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
校
で
は
、
学
校

図
書
室
の
担
当
教
員
が
各
学
年

の
教
員
か
ら
希
望
す
る
図
書
を

取
り
ま
と
め
た
上
で
、
児
童
生

徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
図
書

を
選
書
し
購
入
し
て
お
り
ま
す
。

議
　
員 

　
教
科
書
に
は
、
ア
メ
リ
カ
に

と
っ
て
不
都
合
な
事
実
を
記
述

さ
せ
な
い
よ
う
に
働
き
か
け
て

い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
中
学

生
が
使
用
し
て
い
る
最
新
の
歴

史
の
教
科
書
を
購
入
し
読
ん
で

み
た
が
そ
の
と
お
り
だ
と
感
じ

ま
し
た
。 

　
日
本
の
国
防
に
つ
い
て
、
国

民
も
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
と
感
じ
て
お
り
、
太
平
洋
戦

争
や
東
京
裁
判
は
何
だ
っ
た
の

か
よ
く
学
ん
で
お
く
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

　
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
焚

書
処
分
さ
れ
た
多
く
の
書
籍
が

少
し
ず
つ
復
刊
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
歴
史
に
興
味
関
心
が
あ

り
真
実
を
知
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
生
徒
の
要
望
に
応
え
る
た

め
に
、
そ
の
こ
と
を
詳
し
く
書

い
て
あ
る
本
を
、
図
書
館
や
学

校
の
図
書
室
、
教
室
に
配
置
す

る
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
が
、

そ
の
考
え
は
。 

教
育
長

　
そ
れ
ら
の
図
書
は
、
恐
ら
く

ご
く
一
部
の
方
に
し
か
需
要
が

な
い
こ
と
、
ま
た
、
現
在
は
、

公
共
図
書
館
同
士
で
の
図
書
の

相
互
貸
出
が
利
用
で
き
る
こ
と

か
ら
、
積
極
的
に
購
入
し
配
置

す
る
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

  

哘　　清悦 議員 
令和５年４月の町議選で 

　　　　　　　選挙広報を発行する考えは 

ホームページなど、実施可能なものから取組みたい。 

選挙広報条例を制定したい。 

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進 

に
つ
い
て 

選
挙
広
報
に
つ
い
て 

図
書
の
充
実
に
つ
い
て 

一
般
質
問 

 

町　長 

選挙管理委員長 
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町
に
は
、
町
営
ス
キ
ー
場
、

二
ツ
森
貝
塚
な
ど
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
も
あ
り
、
上
北
自
動
車
道

天
間
林
道
路
の
開
通
を
機
に
、

観
光
地
を
活
か
し
た
事
業
や
農

地
、
農
産
物
を
活
用
し
た
事
業

を
展
開
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
今
後
、
交
通
量
が

増
え
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
物
流

拠
点
の
整
備
や
、
八
戸
市
、
青

森
市
と
い
っ
た
都
市
圏
や
、
む

つ
市
と
の
中
間
地
点
に
あ
た
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
通
勤
圏
と
し

て
居
住
の
促
進
も
可
能
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。 

      

議
　
員 

　
天
間
林
道
路
の
開
通
に
よ
る

経
済
効
果
は
ど
の
程
度
見
込
ま 

れ
る
と
考
え
て
い
る
か
。 

           

町
　
長

　
主
な
経
済
効
果
と
し
て
は
、

県
内
各
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

容
易
と
な
る
こ
と
か
ら
、
企
業

や
工
場
な
ど
の
進
出
が
期
待
さ

れ
、
青
森
県
内
の
製
造
品
出
荷

額
の
増
加
や
、
上
北
地
域
で
の

就
業
を
よ
り
後
押
し
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

議
　
員 

　
こ
の
道
路
を
活
用
し
た
事
業

を
行
う
考
え
は
。 

町
　
長

　
現
時
点
で
は
、
天
間
林
道
路

周
辺
エ
リ
ア
で
の
町
に
よ
る
開

発
計
画
は
、
具
体
的
に
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
、
事
業
所
な

ど
の
立
地
や
住
民
の
生
活
環
境

の
向
上
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

波
及
効
果
、
こ
れ
を
誘
導
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

議
　
員 

　
県
南
、
東
青
、
下
北
地
区
の

中
心
的
ハ
ブ
と
し
て
、
機
能
を

充
実
さ
せ
る
考
え
は
。 

町
　
長

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
天
間
林
道

路
開
通
の
効
果
と
し
て
、
物
流

や
観
光
の
拠
点
と
な
る
事
業
所

な
ど
の
立
地
計
画
な
ど
の
情
報

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
事
業

者
の
新
た
な
事
業
展
開
に
よ
っ

て
立
地
状
況
が
変
化
し
て
い
く

も
の
と
思
っ
て
い
る
た
め
、
事

業
者
あ
る
い
は
青
森
県
と
連
携
・

調
整
を
し
な
が
ら
、
天
間
林
道

路
の
機
能
充
実
が
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
　
員 

　
青
森
県
東
部
地
域
の
物
流
拠

点
や
観
光
拠
点
な
ど
に
な
る
こ

と
に
よ
り
、
大
き
な
経
済
効
果

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
住
環
境
が

整
え
ば
、
都
市
圏
へ
の
通
勤
圏

と
し
て
の
居
住
者
の
増
加
も
見

込
ま
れ
ま
す
。
交
通
の
便
利
さ

を
活
か
し
た
物
流
拠
点
、
宿
泊

施
設
、
大
規
模
宅
地
事
業
者
な

ど
を
誘
致
す
る
考
え
は
。 

 

町
　
長

　
天
間
林
道
路
の
開
通
に
伴
い
、

物
流
拠
点
の
新
設
、
宿
泊
施
設

の
新
設
、
通
勤
範
囲
の
拡
大
に

よ
っ
て
住
宅
建
築
の
増
加
な
ど
、

こ
れ
か
ら
効
果
が
出
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考

え
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
具

体
的
に
そ
れ
ら
の
立
地
や
進
出

の
話
は
来
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
活
動

を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
業
に
特
化
し
た

新
た
な
優
遇
制
度
に
つ
い
て
も
、

調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�   

議
　
員 

　
町
は
、
こ
の
事
業
計
画
に
お

い
て
、
景
観
や
環
境
へ
の
影
響

を
把
握
し
て
い
る
か
。 

町
　
長

　
み
ち
の
く
風
力
発
電
事
業
に

よ
る
景
観
、
環
境
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
事
業
者

が
国
に
提
出
し
た
環
境
影
響
評

価
法
に
基
づ
く
計
画
段
階
環
境

配
慮
書
に
は
、
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
現
時
点
で

は
、
具
体
的
な
影
響
を
把
握
す

る
こ
と
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

議
　
員 

　
事
業
計
画
の
説
明
は
、
事
業

者
が
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
町
民
の
関
心
も
高
い
こ

と
か
ら
、
町
と
し
て
も
計
画
及

び
計
画
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

何
ら
か
の
説
明
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
計
画
を
住

民
に
説
明
す
る
考
え
は
。 

町
　
長

　
風
力
発
電
事
業
の
開
始
に
は
、

実
現
可
能
性
の
検
討
か
ら
、
﹁
事

前
環
境
調
査
﹂
、
﹁
環
境
影
響
配

慮
書
の
届
出
﹂
、
﹁
環
境
ア
セ
ス

方
法
書
の
届
出
﹂
、
﹁
環
境
ア
セ

ス
準
備
書
の
届
出
﹂
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
で
、
環
境
ア
セ
ス
方
法

書
と
環
境
ア
セ
ス
準
備
書
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
が
地
域
住
民

に
対
し
て
説
明
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
町
が
町
民
に

対
し
て
説
明
会
を
開
催
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
　
員 

　
事
業
に
つ
い
て
は
、
正
し
い

理
解
が
必
要
で
す
。
そ
の
理
解

の
も
と
に
、
町
民
に
計
画
の
賛

否
を
問
う
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
町
民
に
計

画
の
賛
否
を
問
う
考
え
は
。 

 

町
　
長

　
事
業
計
画
の
妥
当
性
は
、
国

が
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
青
森
県
や
町
は
、
事
業

の
是
非
を
決
め
る
権
限
を
持
っ

て
い
ま
せ
ん
。
風
力
発
電
事
業

は
、
事
業
の
専
門
性
、
広
域
性

が
高
い
た
め
、
町
民
に
対
し
て

正
し
い
理
解
と
そ
れ
に
よ
る
賛

否
を
問
う
こ
と
は
、
非
常
に
難

し
い
こ
と
か
ら
、
住
民
投
票
を

行
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

山本　泰二 議員 
「上北自動車道　天間林道路」を 

　　　　　　　　　　　　活用した事業は
 

開通により期待される波及効果は多岐に渡る。 

今後、事業所立地や生活環境の向上を念頭に、 

波及効果を誘導できるように努める。 
町長 

一
般
質
問 

上
北
自
動
車
道
に
つ
い
て 

(

仮
称
）み
ち
の
く 

風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て 
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か
ね
て
よ
り
懸
念
さ
れ
て
い

た
地
域
活
動
の
低
下
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
さ
ら
に
制
限
さ
れ
、

地
域
内
交
流
も
少
な
く
な
り
、

住
民
の
孤
立
化
と
孤
独
化
が
ま

す
ま
す
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
若
い
世
代

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
離
れ
も

顕
著
で
あ
り
、
こ
う
い
う
こ
と

で
は
、
地
方
の
良
さ
で
あ
る
人

と
の
つ
な
が
り
が
失
わ
れ
て
、

ま
る
で
地
方
が
都
会
の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
う
、
ま
さ
に
地
方

の
都
会
化
で
す
。 

     

議
　
員 

　
令
和
３
年
３
月
定
例
会
の
一

般
質
問
で
、
町
の
地
域
体
制
の

違
い
を
是
正
す
べ
く
、
分
館
体

制
へ
統
一
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
連

し
て
、
分
館
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
分
館
長
に
対
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
内
容
と
調
査
結
果

を
伺
い
ま
す
。 

教
育
長

　
分
館
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

天
間
林
地
区
11
分
館
、
七
戸
地

区
４
分
館
の
計
15
分
館
に
対
し
、

令
和
３
年
10
月
に
実
施
。
主
な

内
容
は
、
分
館
・
町
内
会
の
ど

ち
ら
か
へ
の
統
一
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
ま
た
、
今
後
の
分
館

制
度
の
継
続
や
将
来
的
な
合
併
・

廃
止
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
分
館
・
町
内

会
の
統
一
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

統
一
す
る
べ
き
は
３
分
館
、
し

な
い
ほ
う
が
良
い
が
12
分
館
。

今
後
の
分
館
の
合
併
や
廃
止
に

つ
い
て
は
、
必
要
だ
と
思
う
が

５
分
館
、
必
要
な
い
と
思
う
が

10
分
館
。
今
後
も
現
在
の
分
館

制
度
を
継
続
し
て
い
き
た
い
か

に
つ
い
て
は
、
継
続
を
希
望
す

る
が
８
分
館
、
継
続
を
希
望
し

な
い
、
ま
た
は
難
し
い
が
７
分

館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

議
　
員 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
意
見
に
は
、

分
館
・
町
内
会
・
常
会
を
一
つ
の

制
度
の
も
と
で
、
連
携
し
や
す
く

変
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
今
後
、
ど
の
よ
う
に
地
域
行

政
に
活
か
す
か
。 

 

教
育
長

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
基
に
、

関
係
課
に
お
い
て
、
今
後
の
分
館
、

町
内
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
ま
し
た
が
、

分
館
・
町
内
会
に
つ
い
て
は
、

現
状
の
ま
ま
継
続
し
て
活
動
す

る
こ
と
と
し
、
実
施
す
る
事
業

の
見
直
し
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員 

　
分
館
と
町
内
会
を
比
較
す
る
意

味
で
も
、
町
内
会
に
も
同
様
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
す
る
考
え
は
。

町
　
長

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
基
に
、

分
館
・
町
内
会
に
つ
い
て
は
、

現
状
の
ま
ま
の
体
制
で
継
続
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
早
急
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
は
、
今
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
　
員 

　
分
館
は
公
民
館
、
町
内
会
は

総
務
課
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
企

画
調
整
課
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し

て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
は
、

町
の
総
合
戦
略
の
柱
の
一
つ
で

も
あ
り
、
一
元
的
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
地
域
づ
く

り
に
特
化
し
た
課
を
設
け
る
考

え
は
。 

 

町
　
長

　
分
館
・
町
内
会
の
地
域
づ
く

り
の
推
進
に
関
し
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
い
て
、
現

状
の
体
制
で
進
め
る
こ
と
に
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と

こ
ろ
地
域
づ
く
り
に
特
化
し
た

課
を
設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

�  

議
　
員 

　
こ
れ
ま
で
の
新
規
就
農
者
定

着
化
支
援
事
業
で
の
、
取
組
み

農
家
の
定
着
率
は
。 

 

町
　
長

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
開
始
、
こ
れ
ま
で
６
名
の

新
規
就
農
者
が
申
請
し
、
延
べ

17
件
、
計
４
１
９
万
円
の
支
援

を
し
ま
し
た
。

　
新
規
就
農
者
の
農
業
定
着
率
は
、

現
在
１
０
０
％
で
す
。

 

議
　
員 

　
新
規
就
農
者
の
知
識
や
技
術

向
上
を
図
る
た
め
、
ソ
フ
ト
面

で
の
支
援
状
況
は
。
ま
た
、
国

や
県
で
行
っ
て
い
る
研
修
会
へ

の
参
加
状
況
は
。 

 

町
　
長

　
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド
面
に
お

い
て
、
農
協
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
、
青
森
県
農
業
共
済
組
合
、

青
森
県
、
農
業
委
員
会
な
ど
、

連
携
を
図
り
、
各
種
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
や
県

が
主
催
す
る
研
修
会
へ
の
参
加

状
況
で
す
が
、
当
町
の
新
規
就

農
者
は
、
全
て
の
方
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

議
　
員 

　
新
規
就
農
者
が
農
業
を
続
け

る
う
え
で
最
も
大
事
な
も
の
は
、

仲
間
づ
く
り
だ
と
思
い
ま
す
。

農
協
青
年
部
へ
の
加
入
状
況
と

加
入
推
進
の
取
組
み
は
。 

 

町
　
長

　
新
規
就
農
者
の
農
協
青
年
部

へ
の
加
入
状
況
で
す
が
、
１
名

の
方
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
に
向
け
た
取
組
み
に
つ

い
て
は
、
農
協
か
ら
聞
い
た
と

こ
ろ
、
新
規
就
農
者
と
農
協
青

年
部
長
が
顔
合
わ
せ
を
し
、
加

入
を
進
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
。

中野　正章 議員 
地域づくりに特化した課を設ける考えは 

 

分館・町内会の地域づくりの推進に関しては、 

分館アンケート調査結果に基づき、 

現状の体制で進める。 

地域づくりに特化した課を設置する考えはない。 

町長 

一
般
質
問 

新
規
就
農
者
の
ソ
フ
ト
面 

で
の
支
援
体
制
に
つ
い
て 

コ
ロ
ナ
後
の 

　
地
域
活
性
化
に
つ
い
て 

 



議 会 だ よ り  

     

　
◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会 

　
開
催
日
　
令
和
４
年
11
月
17
日

　
案
　
件
　
①
12
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
令
和
４
年
委
員
会
報
告
書
の
取
り
ま
と
め

　
　
　
　
　
③
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
の
提
出

　
内
　
容
　
①
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
を
受
け
協
議
し

　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
②
委
員
会
報
告
と
し
て
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
感
染
症
及
び
そ
の
収
束
後
に
対
応
し
た
町
の
活
性

　
　
　
　
　
化
施
策
を
推
進
す
る
べ
き
で
あ
る
﹂
、
﹁
人
口
減
少

　
　
　
　
　
抑
制
の
た
め
の
雇
用
創
出
を
踏
ま
え
、
世
界
的
生

　
　
　
　
　
産
資
材
の
価
格
高
騰
に
対
応
し
た
各
種
事
業
者
支

　
　
　
　
　
援
を
図
る
べ
き
で
あ
る
﹂
、
﹁
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

　
　
　
　
　
ー
導
入
の
課
題
を
調
査
す
べ
き
で
あ
る
﹂
、
﹁
荒
熊

　
　
　
　
　
内
地
区
開
発
事
業
の
調
査
を
図
る
べ
き
で
あ
る
﹂
、

　
　
　
　
　
﹁
公
立
七
戸
病
院
へ
の
負
担
金
支
出
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
効
率
性
と
計
画
性
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
﹂
を
町

　
　
　
　
　
当
局
へ
要
請
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
③
令
和
５
年
12
月
定
例
会
を
期
限
と
し
、
﹁
行
財

　
　
　
　
　
政
改
革
﹂
、
﹁
総
合
計
画
﹂
、
﹁
町
の
活
性
化
対
策
﹂、

　
　
　
　
　
﹁
そ
の
他
の
所
管
事
務
﹂
に
つ
い
て
、
継
続
調
査

　
　
　
　
　
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

 

　
◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会 

　
開
催
日
　
令
和
４
年
11
月
18
日

　
案
　
件
　
①
12
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
令
和
４
年
委
員
会
報
告
書
の
取
り
ま
と
め

　
　
　
　
　
③
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
の
提
出

　
内
　
容
　
①
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
を
受
け
協
議
し

　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
②
委
員
会
報
告
と
し
て
、
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
　
　
　
　
ス
等
感
染
症
の
状
況
下
に
お
け
る
経
済
対
策
を
促

　
　
　
　
　
進
す
る
べ
き
で
あ
る
﹂
、
﹁
産
業
の
振
興
を
図
る
た

　
　
　
　
　
め
に
、
高
付
加
価
値
化
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、
並
び
に

　
　
　
　
　
後
継
者
育
成
を
図
る
べ
き
で
あ
る
﹂
、
﹁
起
業
・
創

　
　
　
　
　
業
支
援
を
図
る
べ
き
で
あ
る
﹂
、
﹁
生
活
路
線
・
上

　
　
　
　
　
水
道
及
び
生
活
排
水
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す

　
　
　
　
　
べ
き
で
あ
る
﹂
、
﹁
七
戸
町
に
適
合
し
た
農
地
集
積

　
　
　
　
　
を
図
る
べ
き
で
あ
る
﹂
、
﹁
公
共
事
業
等
の
早
期
発

　
　
　
　
　
注
を
継
続
的
に
図
る
べ
き
で
あ
る
﹂
を
町
当
局
へ

　
　
　
　
　
要
請
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
③
令
和
５
年
12
月
定
例
会
を
期
限
と
し
、
﹁
生
活

　
　
　
　
　
路
線
及
び
生
活
排
水
路
の
整
備
状
況
﹂
、
﹁
新
型
コ

　
　
　
　
　
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染
症
拡
大
状
況
下
に
お
け
る

　
　
　
　
　
農
畜
産
及
び
商
工
業
の
振
興
﹂
、
﹁
そ
の
他
の
所
管

　
　
　
　
　
事
務
﹂
に
つ
い
て
、
継
続
調
査
申
出
書
を
提
出
す

　
　
　
　
　
る
こ
と
に
し
た
。

　
◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会 

　
開
催
日
　
令
和
４
年
11
月
21
日

　
案
　
件
　
①
12
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
令
和
４
年
委
員
会
報
告
書
の
取
り
ま
と
め

　
　
　
　
　
③
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
の
提
出

　
内
　
容
　
①
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
を
受
け
協
議
し

　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
②
委
員
会
報
告
と
し
て
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
等
感
染
症
の
状
況
下
で
の
教
育
・
福
祉
へ
の
対
策

　
　
　
　
　
を
今
後
も
推
進
す
る
べ
き
で
あ
る
﹂
、
﹁
縄
文
遺
跡

　
　
　
　
　
群
及
び
文
化
財
の
保
存
・
整
備
・
活
用
を
図
る
べ

　
　
　
　
　
き
で
あ
る
﹂
、
﹁
環
境
整
備
対
策
︵
不
法
投
棄
及
び

　
　
　
　
　
水
質
汚
濁
等
︶
の
強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
﹂
を

　
　
　
　
　
町
当
局
へ
要
請
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
③
令
和
５
年
12
月
定
例
会
を
期
限
と
し
、
﹁
子
育

　
　
　
　
　
て
支
援
対
策
﹂
、
﹁
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
﹂
、
﹁
教
育

　
　
　
　
　
施
策
﹂、﹁
教
育
、
文
化
、
体
育
施
設
の
整
備
状
況
﹂、

　
　
　
　
　
﹁
環
境
問
題
﹂
、
﹁
そ
の
他
の
所
管
事
務
﹂
に
つ
い

　
　
　
　
　
て
、
継
続
調
査
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
◎
議
会
運
営
委
員
会 

 

　
開
催
日
　
令
和
４
年
11
月
22
日

　
案
　
件
　
①
12
月
定
例
会
の
提
出
議
案
、
会
期
日
程
等

　
　
　
　
　
②
令
和
４
年
委
員
会
報
告
書
及
び
閉
会
中
の
継
続

　
　
　
　
　
調
査
申
出
書
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
③
各
常
任
委
員
会
の
委
員
会
報
告
書
及
び
閉
会
中

　
　
　
　
　
の
継
続
調
査
申
出
書
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
①
総
務
課
長
及
び
財
政
課
長
よ
り
提
出
議
案
等
の

　
　
　
　
　
説
明
を
受
け
審
査
し
た
。

　
　
　
　
　
②
議
会
運
営
委
員
会
と
し
て
特
筆
す
べ
き
事
項
な

　
　
　
　
　
し
と
決
定
し
た
。
ま
た
、
令
和
５
年
12
月
定
例
会

　
　
　
　
　
を
期
限
と
し
、
﹁
議
会
定
例
会
会
期
日
程
及
び
議

　
　
　
　
　
会
運
営
に
関
す
る
事
項
﹂
、
﹁
議
長
の
諮
問
に
関
す

　
　
　
　
　
る
事
項
﹂
、
﹁
そ
の
他
の
所
掌
事
務
﹂
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
継
続
調
査
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
③
町
当
局
へ
要
請
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
令

　
　
　
　
　
和
５
年
12
月
定
例
会
を
期
限
と
し
、
所
管
事
務
の

　
　
　
　
　
継
続
の
継
続
調
査
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し

　
　
　
　
　
た
。

　
開
催
日
　
令
和
４
年
12
月
２
日

　
案
　
件
　
①
議
案
の
追
加
に
つ
い
て
︵
10
議
案
︶

　
内
　
容
　
①
総
務
課
長
及
び
財
政
課
長
よ
り
追
加
議
案
の
説

　
　
　
　
　
明
を
受
け
、
追
加
日
程
で
審
議
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
開
催
日
　
令
和
４
年
12
月
５
日

　
案
　
件
　
①
議
会
運
営
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
・
議
長
の
欠
席
届
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

                                   

              

　
　
　
　
　

 

委 
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令和５年２月１日 　第�71�号　⒃議 会 だ よ り  

　
内
　
容
　
①
事
務
局
長
よ
り
議
会
運
営
の
制
度
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
説
明
を
受
け
、
了
承
す
る
こ
と
に
し
た
。

 

　
◎
議
会
改
革
特
別
委
員
会 

　
開
催
日
　
令
和
４
年
12
月
１
日

　
案
　
件
　
①
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
①
令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
一
般
質
問
及
び
令
和

　
　
　
　
　
５
年
第
１
回
定
例
会
一
般
質
問
に
お
い
て
、
イ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
う
こ
と
に

　
　
　
　
　
し
た
。

　
◎
議
会
全
員
協
議
会 

　
開
催
日
　
令
和
４
年
11
月
18
日

　
案
　
件
　
①
上
北
自
動
車
道
天
間
林
道
路
視
察
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
①
国
土
交
通
省
　
﹁
東
北
地
方
整
備
局
　
青
森
河

　
　
　
　
　
川
国
道
事
務
所
﹂
副
所
長
よ
り
説
明
を
受
け
な
が

　
　
　
　
　
ら
完
成
し
た
道
路
を
視
察
し
た
。

　
◎
道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会

　
開
催
日
　
令
和
４
年
12
月
５
日

　
案
　
件
　
①
令
和
４
年
道
路
整
備
促
進
特
別
委
員
会
活
動
報

　
　
　
　
　
告

　
内
　
容
　
①
建
設
課
長
よ
り
提
出
案
件
の
活
動
内
容
報
告
を

　
　
　
　
　
受
け
た
。

　
﹁
下
北
半
島
縦
貫
道
路
野
辺
地
七
戸
道
路
及
び
後
平
バ
イ
パ

　
　
ス
整
備
促
進
に
関
す
る
要
望
書
﹂
の
要
望
内
容

　
　
　
１
、
今
年
度
開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
る
﹁
天
間
林
道
路
﹂

　
　
　
　
に
つ
い
て
、
安
全
か
つ
確
実
に
開
通
に
導
く
こ
と
。

　
　
　
２
、
今
年
度
事
業
化
し
た
﹁
野
辺
地
七
戸
道
路
﹂
及
び

　
　
　
　
﹁
後
平
バ
イ
パ
ス
﹂
に
つ
い
て
、
確
実
に
事
業
を
進

　
　
　
　
捗
す
る
こ
と
。

　
　
　
３
、
国
土
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
防
災
・
減
災
、

　
　
　
　
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
応
策
に
必

　
　
　
　
要
な
予
算
・
財
源
を
確
保
し
、
計
画
的
に
事
業
を
推

　
　
　
　
進
す
る
と
と
も
に
、
５
か
年
加
速
化
対
策
後
も
、
予

　
　
　
　
算
・
財
源
を
通
常
予
算
と
は
別
枠
で
確
保
し
て
、
継

　
　
　
　
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

　
　
　
４
、
頻
発
化
す
る
大
規
模
自
然
災
害
の
脅
威
・
危
機
に

　
　
　
　
即
応
す
る
た
め
の
地
方
整
備
局
等
の
体
制
の
充
実
・

　
　
　
　
強
化
や
災
害
対
応
に
必
要
と
な
る
資
機
材
を
確
保
す

　
　
　
　
る
こ
と
。

　
　
　
　
　

編

集

後

記

 

上北郡町村議会議長会
議　員　研　修　会 

 
演　題　「ぴんぴんころり」の秘訣
講　師　公立七戸病院��院長��小野　正人��氏

　去る11月17日(木)に上北郡町村議会議長会が
六ケ所村文化交流プラザ「スワニー」で行われ、
当町の議員11名が出席しました。
　講師の小野氏は、国立がんセンターなどで外
科医として活躍されていたが、母親の不本意な
死を目のあたりにし、「ぴんぴんころり」の普及
を決心しました。
　講演では「ぴんぴんころり」を実現する習慣
として、「毎日の運動」や「質のいい睡眠」がと
ても大事だということを話されていました。健
康であってこそ、議員として活動できるため、
貴重な研修会となりました。

 

                                   

             

　
令
和
４
年
は
、
国
内
外
と
も

に
揺
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
収
束
が
見
え
な
い
な
か
、
戦

争
に
よ
る
影
響
で
、
日
常
生
活

に
お
け
る
物
価
高
騰
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
、
大
き
な

事
件
や
事
故
、
災
害
の
な
い
穏

や
か
な
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
当
委
員
会
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
に
議
会

だ
よ
り
を
読
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。��(

小�

坂)

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会 

１
月
６
日
・
13
日
　
開
催

委

員

長
　
山
　
本
　
泰
　
二

副
委
員
長
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

委
　
　
員
　
小
　
坂
　
義
　
貞

二
ツ
森
　
英
　
樹

向
中
野
　
幸
　
八

中
　
野
　
正
　
章議会だより編集会議の様子 

七戸ICから七戸北ICヘ向って 


